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1．目的

旧試験船島根丸（鋼船１０６．７３トンディーゼル８２０馬力）は昭和８６年８月竣工し，沖合

漁場開発に伴う各種漁業試験及び，海洋調査に従事し，特に沖合イカ釣漁場の開発等にはパイオニ

ア的活鬮をしたが，船令１５年に達し船体，諸設備が老朽化したのでこれが代船として新鋭，島根

丸（１３９．０６トン７７０馬力）を建造した、￣

2．一般計画及び本船の特長

船体は銅製とし，長船首楼を有する一層甲板型船とし，充分な復原性能及び耐航性を有するとと

もに快適且つ衛生的な居住設備を有するものとした。推進機関は高速ディーゼルエンジン１基１軸

とし可変ピッチプロペラを装備するとともに，各種調査時に於ける操船を容易にするため船首部に

サイト・スラスターを装備する。

操船，漁撹作業及び観測作業が｡､数の人員で容易に行なわれるよう設備全般にわたり極力集中配

置，集中操作方式を採用し，各漁携機器，航海計器，観測機器及びその他の設置機器類はすべて最

新式のものを採用した。

機関部の機関，機械類の運転は１２時間無人化を目標とし，点検整備は１２時間毎に必要に応じ

て行なうものとした。このため各機械類は信頼性，耐久性が高く，且つ機器配極及び諸艤装はこの

主旨にそったものとした。

無線通信装置は，特注ラック型式とし殆んどの機器類を一括組み込みスペースの節約及び操作の

容易性を考慮した。

3．建造エ事経過

建造工事費

基本設計

造船所

284.000,000円

東京設計研究所

若松造船株式会社

－６８－



詳細設計若松造船株式会社

昭和５１年１月１６日設計委託東京設計

昭和５１年３月６日設計完成

昭和５１年４月２６日島根県水産試験場漁業試験船建造エ事入札執行，落札者北九州市若

松区北浜１丁目９番２号若松造船株式会社落札金額２８４，０００，０００円

昭和５１年５月１日工事請負額を締結
ノー

昭ﾗﾄﾞﾛ５１年７月２０日起工式挙行

昭和５１年１０月１５日進水式挙行「島根丸」と命名される。

昭和５１年１１月１６日海上公試運転を実施諸性能試験の結果，設計どおりの良好な性能

を確認された。

昭和５１年１１月２９日完成引渡式挙行される。午前１１時３０分島根県旗掲揚す。

4．島根丸完成要目

1．－般

2．主要寸法

－６９－

船主 島根県

船穂 漁業試験船

船型 長船首楼付一層甲板型

資格 第３種漁船

船級 ＪＧ

適用法規 船舶法関係法令

船舶安全法関係法令

電波法関係法令

漁船法関係法令

登録 船籍港

松江市

船舶番号

１１５５７２

信号符号

７ＬＩＪ

期日 起工

昭和５１年７月２０日

進水

昭和５１年１０月１５日

引渡

昭和５１年１１月２９日

長さ 全長３４．６０ｍ

垂線間長29.00ｍ登録２９．１５，，Ｚ



３．噸数

4．賊貨重量

5．容積

6．甲板間高さ等

－７０－

巾 型６．５０恥 登録６．５０ｍ

深さ 型２．８０ｍ 登録２．８０ｍ

吃水 型２．５８０ｍ

日本政府

総噸数 １３９.Ｏ６Ｔ

純噸数 ３８．２６Ｔ

乾舷 吃水 載貨重量 排水量

夏期 Ｓ ０．３０９ｍ ２７８９ｍ ７９．８４ｔ ８２５．１８ｔ

淡水 Ｐ ０．２６４ｍ ２．７８４ｍ ７９．９０ｔ ３２５．１９ｔ

トロール漁
場合を示す

業の

漁臆容積

ベ－ノレ

クレーン

２７．０１〆

２３．２６〆

タンク容積 燃料油

清水

バラスト水

潤滑油

油圧油

100筋

１００鍋

１００冊

１００冊

１００筋

５２．１８〆

１７．１２〆

２．７７〆

Ｌ１８〆

舷弧 ＡＰにおいて０．７５１ｍ（曲線）

ＦＰにおいて０．５０８加（曲線）

梁矢 上甲板および船首楼甲板０．１８０ｍ（円弧）

甲板間高さ 上甲板～船首楼甲板 ２．００ｍ

船首楼甲板～ウインチ操作室頂部２．００碗

船首楼甲板～航海船橋甲板１．００，，Ｚ

航海船橋甲板～羅針船橋甲板2.00ｍ

上甲板～甲板室頂部 １．８０ｍ



Ｚ乗組員

8．甲板機械

9．荷役装霞

１０．蟻装品

－７１－

甲板部 機関部 事務部

船長１名

一等航海士１名

甲板員５名

機関長１名

一等機関士１名

機関員２名

通信長１名

職員および部員１２名

その他（調査員５名）５名

合計１７名

項目 数 型式 容量

揚錨機

キ －
０
ブスタン

操舵機 ２１１
鬮動油圧

電動油圧

電動油圧

1.5Ｔｘ１５Ｍ／Ｍ１Ｎ

1.5Ｔｘ１５Ｍ／ＭＩＮ

2.5Ｔ／Ｍ

デリックブーム ホイスト.

容量 数 長さ 型式 数 容量

1.5Ｔ ２ 6.0死 電動 ２ 0.9Ｔｘ８０Ｍ／ＭＩＮ

艤装数 ８２４．２８

錨 無鐸大錨８２０ｋｇ×２

錨鎖 電接第２種２０．５”ｄｘ８００ｍ

挽索 ナイロンクロス３０噸中×１３５ｍ

大索 ビニロン２８噸の×１６５，７２

救命筏 甲種膨張式２０人乗×１

消火装避‐ 持遮び式泡消火器および海水

火災警報装置 手動および自動報知式

通風装置 機関室：機動居住区：冷暖房

航海計器 無線方位測定機２台

レーダー１台

ファクシミリ１台



11．漁撹装題

１２．海洋観測機器

梁涌Ｉ

騒動測深櫓

劉砿

『

－７２－

ジャイロコンパス（レピター９台，オートパイロット付）１台

ロフ

デッ

ン１式

力ｌ式

航速計１式

セルコール受信機１式

トロール漁携 トロールウインチ高圧油圧式５Ｔｘ６０Ｍ／ＭＩＮ

２ドラム １台

ワプl８ｄｘ１１００ｍ

オッターポート １組

いか釣漁務 いか釣機自動式９台

集魚灯８．１ＫＷ３０個

スパンカーセール１式

延繩漁携 ラインホーラー油圧駆動１台

流網漁撹 ネットホーラーラインホーラーの頭部取替１台

搭載漁艇漁梯 漁艇全長４．８ｍ

８ＰＳエンジン付ＦＲＰ製１隻

ラインホーラー魚群探知機付

油圧測深機

電動測深機

電磁海流計

ＳＴＤ

し_ダ_プイ

水中 フ戸 レピ

水中照度計

アイザヒックネット

ラバ_ネジト

パッサーモクラフ

採水器

自記流向流速計

3.7ＰＳ４．×１５００，１台

１５００， １台

０．２～６ノット １台

１台

１Ｗ８台

１式

１台

１個

２個

２７０ｍ可測８台

ナンセン顛倒式１５本

２台



１３．冷暖房装置

１４．漁携計器

１５．無線装鐙

１６．機関部

－７８－

アイザプクネットウインチ

浅海用水深水温計

パイオテレメーター

フイッシュコレクター

０．２５ＴＳｘ３０Ｍ／ＭＩＮ１台

１台

１台

１台

型式数

冷房能力

冷媒

暖房容量

加湿器

送風機

舶用パッケージ型１台

３０，０００Ｋｃａｌ／Ｈ×７．５ＫＷ

フロンＲ－２２

電動加熱器３０ＫＷ

５ＫＷ

電動シロッコ２２ＫＷ

ソナ

魚群探知機

ネットレコータ

ネットヅンデ

ＰＰＩ方式３６０．スキヤニンク式１台

２周波記録式 ２台

超音波発信式１台

超音波発信式１台

送受信機 (主）中短波Ａ１１００ＷＡ８Ｊ５０Ｗ短波Ａ１２００Ｗ１台

(補）中短波Ａ３Ｊ５０Ｗ短波Ａ８Ｊ５０Ｗ１台

超短波Ａ３Ｊ２５Ｗ 1台

超短波Ａ３１Ｗ１台

受信機 周波数１００ＫＨｚ～２９．９９ＭＨｚ 1台

周波数１００ＫＨｚ～３０ＭＨｚ 1台

周波数２１８２ＫＨｚ 1台

船内指令装置 １０回線同時２通話１式

船内電話 共電式１式

主機械 型式数

出力

池貝鉄工ＭＢ８２０Ｂｂ－１１基

連続最大７７０ＰＳｘ１２００ｒｐｍ

過負荷８４７ＰＳｘ１２８９ｒｐｍ



３０Ｆ

費撹

1Ｚ速力および航続距離

－７４－

発電機 型式数

出力

原動機

ＮＵｌ防滴型自励式１台Ｎｑ２防滴型自励式１台

２００ＫＶＡＸ２２５Ｖl２０ＫＶＡｘ２２５Ｖ

主機関駆動１４５ＰＳｘ１２００ｒｐｍ

プロペラー 型式数

直径，ピッチ

Ａｅ／Zld，。/，

３翼可変ピッチプロペラ１個

１．７５ｍ×０．７０ｍ（基準）

０，４２ｘ0．２８

パウスラスター 型式数

出力

駆動装置

固定ピッチ式１台

８０ＰＳ（推力1.0Ｔ）

高圧油圧モーター

燃料消費量 3.1レ日（主機関のみ）

速力 試運転最大

航海

１２，５４２ノット

約１０ノプト

航続距離 約３１００海里（速力約１０ノットにて）


